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平成25年度学習院女子大学学会講演会が、以下の通り開催された。
日　　時：平成25年11月7日（木）16：20 ～ 17：50
会　　場：2号館237教室
講演題目・講師：
　　「 江戸の発見」 
日本文化学科教授　岩淵令治（日本近世史）
　　「 越境するコリアン～その移動の歴史と現状」 
国際コミュニケーション学科専任講師　羅京洙（朝鮮半島を中心とする東アジア地域研究）
［概要］
去る平成25年11月7日木曜日、午後4時20分より本学2号館237教室にて平成25年度学習院女子
大学学会講演会が行われた。今回は同年4月に着任された日本文化学科の岩淵令治教授と、平
成24年国際コミュニケーション学科に着任された羅京洙専任講師のお二人にそれぞれの研究分
野について「江戸の発見」「越境するコリアン～その移動の歴史と現状」と題して以下のよう
なお話をいただいた。
岩淵令治教授のご講演内容は、近世都市江戸のイメージや表象が、いかに創られてきたかと
いうものであった。具体的には、近年のリサイクル都市・清潔都市、森林都市のイメージが過
大評価であること、また町人の成長の強調により、武家の都市という側面が軽視されてきたこ
となどを指摘された。そして、現代社会のユートピアを発見するより、まだまだ未解明な都市
の社会の実態を史資料から丁寧に読み解いていくことが必要であることを強調された。
羅京洙専任講師のご講演では、海外コリアンに関する移動の歴史と現状についての解説と共
に、とりわけ、民族の分散現象を意味する「ディアスポラ」という概念と越境するコリアンの
関係性、彼らの重層的な自己アイデンティティについてのお話があった。また、国境を越える
人間を主体とし、彼らのトランスナショナルな移動を国家や民族本位ではなく、移動者本位の
観点から多面的に捉える必要がある、という示唆を含む発表をいただいた。
当日の講演会参加者は教職員26名、本学学生4名であったが、講演後に催された懇親会では
参加した学生も20名近くおり、和やかな雰囲気の中で教員と学生の交流が大いに盛り上がった。
学会講演会は、普段聞くことのできない各専任教員の研究内容を詳細に伺い知ることのできる
数少ない場であり、教職員にとっても有益であるが、また学生も会費を納めていることを自覚
し、来年はさらに参加者が増えることが望まれる。
 （文責　国際コミュニケーション学科　古庄　信）
平成25年度　学習院女子大学　学会講演会
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【学習院女子大学学会より】
“江戸”の発見
2013年11月7日
日本文化学科　教授
岩淵　令治
江戸の都市の生活や文化は、庶民レベルの日本の「伝統文化」としてつとにとりあげられて
きた。しかし、そこで語られる”江戸”表象は、実態と乖離した過大評価であることも多い。
たとえば、リサイクル都市・清潔都市のイメージはその好例である。まずリサイクルについ
ては、紙・金属の回収と再利用のシステム、陶磁器などを修理する職人、屎尿の肥料利用があ
げられる。しかし、実際に江戸遺跡の発掘で出土するゴミは、様相が異なる。金属製品が少な
いのはリサイクルの結果である可能性が高いが、陶磁器の修理例は少ない。酒屋のいわばリター
ナブル瓶であるはずの通い徳利は、酒屋に戻されず、膨大な量が、しかもほぼ完全な形で出土
しているのである。また、下肥については、江戸では屎のみを利用し、尿の利用は19世紀まで
遅れた。このため、尿は側溝に「垂れ流し」されたのである。都市江戸においては、経済価値
があるものが再利用されたのであって、環境問題や資源の問題から重視されている今日の「リ
サイクル」とは、発想が異なる。生産力が需要に見合えば、こうした再利用は姿を消すことに
なる。近代になって「ものを大切にする心」が失われたわけではない。
ゴミ処理については、日を決めて河岸端に集め、船で江戸湾の沖に投棄するシステムが17世
紀半ばに確立した。ただし、対象は船による回収が可能な江戸中心部の町々で、武家地や山の
手の場末の町々は対象外であった。こうした場は人口過密ではないが、四谷の幕府御家人組屋
敷の一角が実際にはゴミ捨場となるなど、ゴミの不法投棄が起こっているのである。
また、城下町の歴史は、武家の都市から町人の都市へ、と説明される。町人社会の展開こそ
が都市の成長、変容をもたらしてきたことは疑いない。しかし、面積・人口ともに大きな割合
を占めた武家を喪失した江戸像は、かつて「江戸ッ子」が語ったものであり、研究史の一つの
結果でもある。たとえば町火消ばかりが評価される江戸の消防組織であるが、武家火消も機能
しつづけていた。また、参勤交代で藩主に伴って江戸にやってくる各藩の勤番武士は、「江戸ッ
子」たちから田舎者（「浅黄裏」）と馬鹿にされた。しかし、彼らの中には頻繁に江戸に来る者
がおり、彼らを顧客とする世界が江戸に存在していた。じつは「浅黄裏」という表象の成立は、
「江戸ッ子」の成立と同じ18世紀後半の文学作品であった。江戸住民という自意識形成の中で、
異なる存在として勤番武士が「田舎者」にされたのである。
きたる東京オリンピック開催に向けて、今後も都市江戸をめぐる表象が創出されるだろう。
しかし、都市江戸に過大な期待を寄せ、いたずらに現代社会のユートピアを発見するより、ま
だまだ未解明な都市の社会の実態を史資料から丁寧に読み解いていくことが必要なのである。
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【学習院女子大学学会より】
越境するコリアン
―その移動の歴史と現状―
2013年11月7日
国際コミュニケーション学科 専任講師
羅　京洙
韓国政府の発表によれば、2011年現在、およそ727万人のコリアンが全世界の175余の国家・
地域で暮らしている。その中で、270万人以上の中国朝鮮族が最も多く、続いて在米韓人（218
万人）、在日コリアン（90万人、帰化者を含む）、独立国家共同体（旧ソ連）の高麗人（53万人）、
などの順である。その規模から考えると、彼らは、同じ東アジア地域から国際移動を果たした
華人・華僑（約3千万人）や日系人（約250万人）に比べても決して小さくない。しかし、こう
したコリアンの国際移動は今日のみの現象ではない。近現代におけるコリアンの越境現象は、
少なくとも19世紀半ばからの移動の歴史が積み重ねられたものである。このような国境を越え
るコリアンに関する問題意識として、次の2点を取り上げたい。
まず、「ディアスポラ」（diaspora）という概念である。民族の分散現象を意味するこの言葉
は、何らかの迫害や追放による集団的・精神的なトラウマを受けた民族集団が離散を余儀なく
されるという否定的な意味合いが非常に強い。近年、このディアスポラ概念で越境するコリア
ンを一括りにしようとする動きが出ている。朝鮮半島から世界各地に散らばっているという民
族の散在性そのものは、越境するコリアンにも当てはまる。しかし、その散在性をもたらした
様々な歴史的背景については依然として議論の余地がある。たとえば、現代におけるアメリカ、
ヨーロッパ、東南アジアなどへの移動のように、自らよりよい生活を求めて自発的に国境を越
えたコリアンも大勢存在し、その場合は迫害を受けて追放されたわけではない。
次に、越境するコリアンの自己アイデンティティである。母国と異国の狭間に置かれ、彼ら
の移動史は「同胞」と「外国人」という曖昧な立場の中で苦悩せざるを得ない歴史でもあった。
そのため、「他者」としてマージナルな経験をしてきた彼らのアイデンティティも、母国の人 ・々
異国の人々と似て非なるものである。しかし、越境するコリアンの人生とアイデンティティは
常に国家、民族、同胞というナショナリズムとの関係から自由ではなかった。すなわち、越境・
移動という行為を体験した彼らのアイデンティティは非常に重層的でありつつも、他方では、
「個人」と「国家」の狭間で、相反する感情と価値が交差する構造の中から形成されたアンビ
バレント（ambivalent）なものである。
以上の問題意識に基づく私の研究は、国境を越える人間を主体とし、彼らのトランスナショ
ナルな移動を国家や民族本位ではなく、移動者個々人本位の観点から多面的に分析することに
より、そこから見えてくる国際移動論の新しい知的枠組みを提示しようとする試みである。
